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学 位 鎗 文 内 容 の 要 旨
イコデキストリン(ICO)はブドウ糖を含まない高分子量の浸透圧物質であり､
優れた除水能を有しているため､特に糖尿病腹膜透析患者への有用性が期待さ
れている｡今回､ICO透析液をストレプトゾトシンで糖尿病を誘発した5/6腎摘
ラットの腹腔内へ8週間注入し､腹膜組織の変化を従来の高濃度ブドウ糖透析
液と比較した｡腹膜の血管新生および線維化は ICO透析液群の方が有意に軽度
であった.また Advancedglycationend-product(AGE)とReceptorforAGE
(RAGE)の発現はICO透析液群で有意に少なかった｡ICO透析液は従来のブドウ糖
透析液に比べ､糖毒性が軽く､AGEの含有量が少ないためAGE-RAGE系を介した
血管新生や線維化などの腹膜障害が軽減されたと考えられる｡より多くの除水
が必要な糖尿病腹膜透析患者の腹膜障害の進行を抑制するために ICO透析液は
有用であると考えられる｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､イコデキストリン (ICO)透析液をストレプトゾトシンで糖尿病を誘発した
5/6腎摘ラットの腹腔内-8週間注入し､腹膜組織の変化を従来の高濃度ブドウ糖透析液
と比較して検討したものである｡本実験において腹膜の血管新生および繊維化は ICO透
析液群の方が有意に軽度であり､Advancedglycationend-product`とReceptorforAGE
の発現はICO透析液群で有意に少ないことなどの成練を得た｡
本研究結果より､ICO透析液は従来のブドウ糖透析液に比べて腎毒性が軽く､腹膜障育
が軽減されることにより､糖尿病腹膜透析患者の透析液として有用であることを示した
価値ある業績と判断される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
